
日
夏
は
「
わ
た
く
し

は
、
少
青
年
期
の
五
六
年

を
赤
門
青
年
文
士
の
空
気

の
中
で
す
ご
し
、
青
年
期

の
五
六
年
を
ば
稲
門
派
の

同
行
と
日
を
お
く
っ
た
」

（「
白
山
御
殿
町
」）と
振
り

返
っ
て
い
る
。
１４
歳
で
上

京
し
、
小
石
川
白
山
御
殿

の
叔
父
樋
口
秀
雄
（
龍

峡
）
宅
に
身
を
寄
せ
、
早

稲
田
大
学
を
卒
業
後
、
２６

歳
の
時
、
１
９
１
６
年
に

鎌
倉
に
居
を
構
え
る
ま

で
、
日
夏
は
こ
の
叔
父
の

庇
護
下
に
あ
っ
た
。

こ
の
叔
父
龍
峡
は
、
日

夏
の
母
・
以
し
の
弟
で
、

飯
田
知
久
町
樋
口
家
の
長

男
で
あ
る
。
松
本
中
学
か

ら
第
一
高
等
学
校
、
東
京

帝
国
大
学
文
科
大
学
哲
学

科
へ
と
進
学
し
社
会
学
を

修
め
た
。
典
型
的
な
秀
才

で
、
大
学
院
に
進
み
な
が

ら
明
治
・
國
學
院
・
仏
教

大
学
な
ど
の
講
師
の
他
、

ま
だ
創
刊
さ
れ
た
ば
か
り

の
「
帝
国
文
学
」
の
編
集

委
員
を
務
め
た
。

１
９
０
１
年
に
高
山
樗

牛
が
発
表
し
た
『
美
的
生

活
を
論
ず
』
に
対
し
て
、

龍
峡
は
、
道
徳
主
義
・
悟

性
主
義
の
立
場
か
ら
、
雑

誌
『
太
陽
』
に
「
美
的
生

活
論
を
読
ん
で
樗
牛
子
に

与
ふ
」
を
寄
せ
反
論
し

た
。
こ
れ
発
端
と
し
て
１

９
０
９
年
に
文
芸
革
新
会

を
結
成
し
、
反
自
然
主
義

運
動
を
展
開
す
る
。

文
学
者
・
評
論
家
・
龍

峡
が
中
学
２
年
生
の
甥
・

日
夏
耿
之
介
に
与
え
た
影

響
は
大
き
い
。「
わ
た
く
し

の
ゐ
た
家
の
叔
父
は
、
そ

の
二
三
年
前
ま
で
帝
國
文

學
（
饗
宴
の
前
身
と
も
云

は
ば
ふ
べ
き
）
編
輯
委
員

を
し
て
ゐ
た
か
ら
、
雑
誌

が
何
十
種
か
尚
寄
贈
し
て

来
て
、
そ
れ
を
中
學
生
の

わ
た
く
し
が
片
端
か
ら
読

ん
で
、
課
業
の
復
習
は
つ

い
ぞ
し
な
か
つ
た
。
大
町

桂
月
、
鹽
井
雨
江
、
武
島

羽
衣
の
美
文
韻
文
花
紅
葉

が
中
学
生
に
愛
読
さ
れ
た

比
で
あ
る
。
そ
の
桂
月
は

時
た
ま
遊
び
に
来
た
。
来

て
酒
を
飲
む
と
詩
を
吟
じ

た
。
そ
の
比
の
人
は
、
酒

を
飲
む
と
漢
詩
を
吟
じ
短

歌
を
朗
詠
し
た
。
新
体
詩

は
め
い
め
い
我
流
で
歌
は

れ
た
が
、
女
子
大
風
と
も

い
ふ
べ
き
詠
法
が
已
に
あ

つ
た
や
う
で
あ
つ
た
。
美

學
の
深
田
維
舟
康
算
は

黙
々
と
さ
か
ん
に
飲
み
、

ビ
ー
ル
の
泡
と
と
も
に
ニ

イ
チ
ェ
を
聲
高
に
論
じ
る

の
が
登
張
竹
風
で
、
酔
ふ

と
さ
め
ざ
め
と
紅
涙
し
て

悲
泣
哀
哭
す
る
泣
上
戸
が

姉
崎
嘲
風
で
あ
る
。
あ
る

時
は
井
上
哲
次
郎
の
愛
婿

吉
田
熊
次
に
、
何
ん
だ
い

熊
公
と
喰
つ
て
か
か
つ

た
。
彼
も
亦
井
上
巽
軒
の

姪
婿
で
あ
つ
た
。
叔
父
は

そ
の
扱
ひ
に
一
寸
弱
つ
て

見
え
た
。
柳
田
國
男
は
お

上
品
に
飲
み
、
辞
典
の
金

澤
庄
三
郎
は
の
ん
び
り
い

け
た
。
酔
狂
に
近
い
の

は
、
髯
の
弾
正
大
弼
佐
々

醒
雪
成
一
で
、
お
台
所
ま

で
酒
の
追
加
の
征
伐
に
よ

く
来
て
、
よ
う
ど
う
だ
美

少
年
と
頬
ぺ
た
を
た
た
か

れ
た
」
そ
の
他
、
上
田

敏
、
泉
鏡
花
、
笹
川
臨
風

な
ど
も
、
よ
く
龍
峡
宅
に

出
入
り
し
た
よ
う
で
あ

る
。黄

眠
先
生
こ
と
日
夏
耿

之
介
が
一
代
で
日
夏
に
な

っ
た
の
で
は
な
い
こ
と
が

よ
く
わ
か
る
。
黄
眠
先
生

の
文
壇
の
知
り
合
い
に

は
、
こ
の
龍
峡
人
脈
が
実

に
多
い
。

公
益
社
団
法
人
南
信
州

地
域
資
料
セ
ン
タ
ー
に
寄

贈
さ
れ
た
書
籍
の
山
の
中

に
は
、
龍
峡
が
編
集
に
尽

力
し
た
と
思
わ
れ
る
『
帝

國
文
学
』
や
、
遺
稿
集

『
征
西
印
象
録
・
海
南
印

象
録
』（
昭
和
５
年
）
な
ど

の
資
料
も
埋
も
れ
て
い

る
。

（
続
く
）

�
�
��

遺稿集と選挙運動チラシなど（ＭＳＣ蔵）

＊
好
評
発
売
中
！

嶋
不
濁
著
『
黄
眠
先

生
が
行
く

日
夏
耿

之
介
残
影
』

（
南
信
州
新
聞
社
刊
）
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